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要 旨

本研究は，授業におけるＩＣＴ（情報通信技術）の活用方法及びその効果を検証し，本県の

小・中学校のＩＣＴ環境で実施できるＩＣＴ活用授業について考察したものである。

キーワード：教育の情報化 ＩＣＴ活用授業 ＩＣＴ活用指導力

Ⅰ 主題設定の理由

情報化，さらにはグローバル化が進展する社会情勢にあって，次世代を担う子どもたちに必要な教育は何

か。この視点に立てば，「教育の情報化」は決して軽視できないものである。文部科学省では，すべての教

科で情報教育を行って子どもたちの情報活用能力を育むため，また各教科の指導において効果的にＩＣＴを

活用して「わかる授業」を実現するために，学校におけるＩＣＴ環境の整備や教員のＩＣＴ活用指導力の向

上に力を注いでいる。

しかし，現在のところ，文部科学省が実施している「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結

果」によると，青森県は情報教育にかかわる人的・物的な環境は年々向上しているものの，小・中学校にお

いては全国平均を大きく下回っている状況にある。この背景にあるものは，小・中学校のＩＣＴ環境が十分

に整っていないことに加え，ＩＣＴの活用方法及び活用による効果についてあまり知られていないことが推

測される。そこで，本県の状況を踏まえつつ，授業におけるＩＣＴの活用方法やその有効性について検証

し，「教育の情報化」を推進したいと考え本主題を設定した。

Ⅱ 研究の目標

教育の情報化の趣旨を踏まえ，本県の小・中学校の実態に即した授業におけるＩＣＴの活用方法及びその

有効性について検証する。

Ⅲ 研究の実際とその考察

１ 教育の情報化

(1) 教育の情報化の変遷

平成１０年１２月，当時の小渕首相が設置した内閣総理大臣直轄の省庁連携タスクフォース「バーチャ

ル・エージェンシー」において，｢教育の情報化プロジェクト」が立ち上げられた。今日よく耳にする

「教育の情報化」という言葉は，これが出発点となっている。

このプロジェクトの基本理念は以下のとおりである。

主体的に学び考え，他者の意見を聞きつつ自分の意見を理論的に組立て，積極
子どもたちが変わる

的に表現，主張できる日本人を育てる。

各教員がコンピュータ・インターネット等を積極的に活用することにより，子

授業が変わる どもたちが興味・関心をもって主体的に参加する授業を実現することができる。

これによって，日本の教育指導方法が根本的に変わる。

学校における情報化の推進は，教育活動上の効果をもたらすだけでなく，学校

学校が変わる 運営の改善，学校・家庭・地域の密接な連携などを促進し，日本の学校のあり方

そのものを変える。



これらを実現するために，ハード面及びソフト面の両面に渡る具体的な指標が示された。

・全国の学校のすべての教室にコンピュータを整備し，すべての教室からインターネットに

ハード面 アクセスできるような環境作りを推進する。

・すべての学校においてインターネット接続の高速化を図る。

・すべての教員がコンピュータを活用して指導できる体制をつくる。

・地域や民間企業の協力を得て，学校で教員以外の多数の人材を活用し学校の情報化をサポ

ートする。
ソフト面

・関係省庁・民間が連携して，質の高い教育用コンテンツの開発やそれらの提供を推進する

事業を実施する。

・「情報教育ナショナルセンター」を整備する。

このプロジェクトの背景には，平成１１年６月に開催されたケルン・サミットにおいて，「すべての子

どもにとって『情報通信技術（ＩＣＴ）』能力が不可欠である」と合意されたことや，当時の日本の教育

用コンピュータの整備率及びインターネットへの接続率が，先進諸国の中では下位に位置していたことが

ある。それを受けて，本プロジェクトではこれまで展開してきた学校教育での情報教育に併せて，教育現

場においてコンピュータやインターネットをより積極的に活用することが強く示されている。

その後，平成１１年１０月には「ミレニアム・プロジェクト（新しい千年紀プロジェクト）」，平成１

３年１月には「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」と，内閣主導の国家戦略において教育の情報化が明記され，学校の

ＩＴ教育体制が強化されてきた。

ｅ－Ｊａｐａｎ戦略は，平成１５年にはｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱへ，さらに平成１８年にはＩＴ新改革戦

略と，各戦略の目標値の評価及び修正をしながら進化を続けており，日本が自立的ＩＴ社会の実現を果た

し，世界のＩＴ革命を先導するフロントランナーになるよう各省庁が連携しながら，取り組んでいるとこ

ろである。平成１９年７月に示された，「ＩＴ新改革戦略 重点計画－２００７」では，「次世代を見据

えた人的基盤づくり －すべての子供と教員に最高のＩＴ環境を，効果的な教育・学力向上を目指して

－」として，以下の３点を示している。

学校におけるＩＴ 基盤 教員一人に一台のコンピュータ及びネットワーク環境の整備並びにＩＴ基盤

の整備 のサポート体制の整備等を通じ，学校のＩＴ化を行う。

教員のＩＴ活用指導力
教員のＩＴ活用指導力の評価等により教員のＩＴ活用能力を向上させる。

の向上

児童生徒の学力向上の

ための学習コンテンツ 自ら学ぶ意欲に応えるような，ＩＴを活用した学習機会を提供する。

の充実

併せて現在，「すべての教科で情報教育」，「授業におけるＩＣＴ活用」，「校務の情報化」の実現が

学校現場に課せられている。つまりこれは，情報教育も含め，情報社会に対応した教育活動及びそのため

の環境整備にすべての教員が関わる時代が訪れたことを意味する。まさにバーチャル・エージェンシーの

「教育の情報化プロジェクト」で示された３つのキーワード，「子どもたちが変わる」「授業が変わる」

「学校が変わる」が目前に迫ってきたといえよう。

(2) 教育の情報化と学力

現在，教育の情報化の取り組みの一つとして，ＩＣＴを活用した教科指導が注目を集めている。学力低

下が話題になっている昨今，その解決策としても授業におけるＩＣＴの活用は非常に重要な鍵を握ってい

ると言える。これについては文部科学省をはじめ，複数の研究機関や団体等が研究しており，ＩＣＴの活

用が学力の向上につながることが徐々に示されてきている。一例として，平成１９年５月に文部科学省が

公表した，「ＩＣＴを活用した指導の効果の調査結果について－「確かな学力」の向上につながるＩＣＴ

活用－」の概要には以下のように述べられている。

調査結果の概要

（1）ＩＣＴを活用した実証授業を行った教員による評価

・９５パーセント以上の教員がＩＣＴの活用について効果を感じている。

・９０パーセント以上の教員が，「指導が変わった（例：授業の途中に前時の内容を振り返るなど



効率的になった）」，「授業の質が向上した（例：教員の説明がわかりやすくなった）」，「授

業改善ができた（例：児童生徒を集中させることができた）」と回答している。

・ＩＣＴを効果的に活用することによって，授業の質を高め，授業の改善に役立つと感じている。

（2） 児童生徒を対象とした，ＩＣＴを活用した授業に対する意識調査

・ＩＣＴを活用することにより，授業に対する児童生徒の興味・意欲，満足度が高まるとともに，

「正しく理解することができた」や「深く理解することができた」，「内容を先生や友だちに正

しく説明できる」など，知識・理解に関する項目についてもＩＣＴ活用の効果が示された。

（3） 児童生徒を対象とした客観テストによる比較調査

・「小学校 算数」，「小学校 社会」，「小学校 理科」，「中学校・高校 数学」，「中学校

社会」の実証授業後に実施した客観テスト（テストを受けた児童生徒数：２，９９１人）の結果

について，「技能・表現（例：計算、彫刻、跳び箱）」，「知識・理解（例：蝶の成長、社会の

仕組み）」という観点から分析・評価した結果，ＩＣＴを活用した授業後に行ったテストの得点

が高いことが示された。

（ＩＣＴを活用した指導の効果の調査結果について－「確かな学力」の向上につながるＩＣＴ活用－より）

この調査は，国内の２５１校（小学校１５３校，中学校４９校，高等学校４９校）を対象に行ったもの

であるが，残念ながら青森県の学校は含まれていない。したがって，本県の学校で実施した場合，同様の

結果が得られるかどうかについては定かではないが，この調査結果を参考にしてＩＣＴ活用授業を実践し

てみる価値は十分にある。そこで，本県の学校においてもＩＣＴ活用授業が広く実践されるように，ＩＣ

Ｔ活用の効果を確認したいと考えた。

２ 検証授業の実際と考察

(1) 検証授業の目的

国策として教育の情報化が推し進められる中にあって，本県の小・中学校においてはまだまだその動き

は鈍い。特に，授業でＩＣＴを活用することによって学力を高めようとする実践事例は少ないのが現状で

ある。そこで，本県の学校現場において教育の情報化をより一層推進するためにも，授業でＩＣＴを活用

することによって得られる効果について，実践して検証する必要がある。そのためには自ら授業を行い，

ＩＣＴの活用方法及びその効果についてデータを収集する必要があると考え，原籍校において検証授業を

実施することにした。

(2) 検証授業の概要

・時 期 平成１９年４月～６月（１単位時間の授業を５回）

・対 象 青森市立佃中学校１年７組（在籍３２名）

・教 科 技術・家庭（技術とものづくり）

・題 材 「材料の特徴」，「設計」，「部品の加工」

・指導計画

月/日 題材・ねらい

〈題 材〉材料の特徴
4/23

〈ねらい〉身の回りの製品に使われている材料の特徴を調べ，まとめることができる。

〈題 材〉設計
5/7

〈ねらい〉製作するものの構想をまとめ，製作に必要な図をかくことができる。

5/14 〈題 材〉部品の加工

5/28 〈ねらい〉工具や機械の仕組みと，安全な使い方を知り，材料に応じた部品の加工が

6/4 できる。

(3) ＩＣＴ活用授業の構想

ＩＣＴを活用した授業を構想するにあたり，次の２点を考慮することにした。

・現在学校にあるＩＣＴを有効利用すること。

・できるだけ簡単に操作できるＩＣＴを選択すること。

授業でＩＣＴを活用することに対して，準備や操作が煩わしいと感じる教員は多いのではないか。その

点を払拭できるような実践事例があれば，興味を持ってＩＣＴを活用する教員が増えるものと考えた。そ



こで，原籍校のＩＣＴ環境を踏まえ，次のようなＩＣＴの構成で活用を試み，その効果を探ることにし

た。

ＩＣＴの構成 ＩＣＴ活用の目的 情報の内容 操作の主体

液晶プロジェクタ 作業の様子を ・教科書，学習シート
教師

＋ディジタルビデオカメラ 拡大表示 ・作業方法の示範

液晶プロジェクタ 作品等の教材を ・作品（立体）等の静止画
教師

＋ディジタルカメラ 拡大表示 （立体を平面図化するイメージ作り）

液晶プロジェクタ 自作教材を ・作業の内容を示すアニメーション
教師

＋パソコン 拡大表示 ・作業の手順を示すアニメーション

ディジタルカメラ 学習内容の記録 ・作業過程を記録した静止画 生徒

(4) 検証授業の実際

① 液晶プロジェクタ＋ディジタルビデオカメラ

ディジタルビデオカメラを三脚に固定し，液晶プロジェクタでその画像

を拡大投影した（図１）。これにより，生徒は自分の手元を見るのとほぼ

同じアングルの画像を見ることができる。投影される画像の天地が逆にな

る場合は，液晶プロジェクタの設定を天吊りモードにして対応した。

ア 教科書やワークシートを投影

一斉授業では，口頭で指示をしても内容を理解できずに戸惑う生徒も

少なくない。「今どこを見るのか」，「何をかくのか」を把握しやすく

したいと考え，生徒の手元にある教科書やワークシートと同じものを適

宜拡大表示して指示した。

イ 等角図の示範を投影

等角図のかき方を指導する場面で，ワークシートにかき込む様子をそ

のまま拡大表示すれば，生徒が「まねをしながら作業する」ことが可能

になると考え，示範を投影しながら説明した（図２）。

ウ けがきの示範を投影

等角図の指導と同様に，けがきの仕方を指導する場面で，示範を拡大

表示しながら説明した。

エ ディジタルカメラの操作方法を投影

生徒にディジタルカメラを扱わせる際に，その操作の仕方について実

物を拡大投影して説明した。

② 液晶プロジェクタ＋ディジタルカメラ

ディジタルカメラを液晶プロジェクタに接続し，事前に撮影した静止画を拡大投影した。

ア 作品を投影

製図の学習では，立体を平面図にかき表すことに難しさを感じる生徒

は少なくない。そこで，立体を平面図でかき表すイメージを掴ませ，さ

らに作品を図でかき表すには等角図やキャビネット図のような製図法が

適していることに気付かせるためには，作品の写真を見せるのが効果的

だと考え，様々な角度から撮影した写真を拡大投影した（図３）。

イ 材料取りのイメージを投影

作品製作の過程においては，「本時の作業で材料をこの状態にする」

ということを生徒全員に把握させる必要があると考え，材料取りの課題

提示の際に，材料取りが済んだ様子を拡大投影し，イメージを掴ませ

た。

③ 液晶プロジェクタ＋パソコン

パソコンを液晶プロジェクタに接続し，プレゼンテーションソフトで作成したスライドを拡大投影し

た。

ア 材料取りのポイントと作業内容を示すスライドを投影

材料取りを行うにあたり，作業の内容や注意すべきポイントを示すスライドを拡大投影した（図

図３ 作品(教材)を投影

図２ 等角図の示範

図１ ＩＣＴの構成例

（液晶プロジェクタ＋ディジタルビデオカメラ）



４）。効率的かつ効果的に作業内容を伝え

ることをねらい，スライドにはアニメーシ

ョン効果も織り交ぜた。さらに，説明に

使ったスライドを作業開始後も繰り返し自

動再生し，生徒が適宜内容を確認して自力

で解決できるようにした。これに併せて机

間指導をすれば，ティーム・ティーチング

のように一斉指導と個別指導を同時に行う

ことができる。

イ けがきの動画コンテンツを投影

けがきの作業中，生徒がけがきの仕方を適宜確認できるように，動画コンテンツを繰り返し再生し

て見せた（図５）。

④ ディジタルカメラ

材料取りのための型紙作りが終了した際，その結果を各自にディジタル

カメラで撮影させた（図６）。技術・家庭の授業では，扱う教材は「も

の」が主であり，作品などは作業が進むにつれ形が変わっていく。した

がって学習の過程を詳細に記録するには写真が適しており，この写真を活

用すればより具体的なポートフォリオを作成することができると考えた。

撮影した写真は各自のワークシートに貼り付け，本時の学習の記録とし

てファイルに綴じさせた。残念ながら検証授業の期間中にそれを活用する

ことはできなかったが，このようなポートフォリオは既習事項を確認する

際に役立つものと考えられる。

(5) 検証の結果と考察

本検証授業は，原籍校１学年７クラスのうち１クラスのみを対象として行った。そのため，他のクラス

とは指導者及び授業の構成に差異があり，ＩＣＴを使用した場合と使用しない場合を比較して検証するこ

とはできなかった。したがって，「ＩＣＴの活用が生徒の意識や学習内容の習得にどのような効果をもた

らすのか」という観点で，ＩＣＴの活用の有効性をアンケート調査やワークシートのデータをもとに考察

することにした。

① 等角図の学習（５月７日実施：液晶プロジェクタとディジタルビデオカメラを使用）

等角図のかき方を学習した授業の後に，生徒のワークシートを

回収して等角図の習得について評価を行った（図７）。提出した

３１名の生徒のうち，基本図と応用図ともに完成した（評価Ａ）

生徒が４名（１３％），基本図のみ完成した（評価Ｂ）生徒が２

２名（７１％），未完成（評価Ｃ）は５名（１６％）だった。そ

して，授業後のアンケート調査からは以下のような結果を得た。

質問Ａ 今日の授業はわかりやすかったか（三択：理由も記述）

結果 わかりやすかった…２０名（63％） どちらともいえない…１１名（34％） わかりにくかった…１名（3％）

主な ・カメラで拡大して用紙に実際に書 ・言い方などはよかったが，スクリー ・等角図のかき方がわからなかっ
理由 くのを見せてくれたのでわかりや ンに映った画像のピントがぼやけて た。

すかった。 いて見にくかった。

質問Ｂ スクリーンに映した内容は今日の学習に役立ったか（三択）

結果 役立ったと思う…１７名（53％） どちらともいえない…１３名（41％） 役立っていない…２名（6％）

質問Ｃ スクリーンに映した映像について（三択）

結果 よく見えた９名…（28％） どちらともいえない…１２名（38％） よく見えなかった…１１名（34％）

【考察】

授業ではＩＣＴを使用して基本図形のかき方の指導を行ったので，評価Ａと評価Ｂの生徒を合わせて

２６名（８４％）の生徒が授業内容を理解したと言える。しかし，未完成の生徒が５名（１６％）お

り，ＩＣＴを活用して生徒全員に学習課題を解決させることはできなかった。この原因は，質問Ａに

図５ けがきの動画図４ スライド

図６ ディジタルカメラ

図７ 等角図の評価



「どちらともいえない」と回答した生徒の理由が手がかりになると思われる。当日はカメラの調整がう

まくいかず，やや焦点がぼやけた画像を投影せざるを得ない状況にあった。それが質問Ｃの結果に表れ

ている。当然のことながら，拡大投影する目的は生徒全員が情報を共有することにあるので，ＩＣＴを

活用する際には機器の調整や室内の明るさ等に十分に配慮すべきであった。

② 材料取りの学習（５月２８日実施：液晶プロジェクタとパソコンを使用)

材料取りのポイントと作業内容を学習した後，指導したポイン

ト（２つ）が記述できるかをテストし，習得の状況を調査した

（図８）。その結果，２つとも正解した生徒は４名（１３％），

１つのみ正解した生徒は１３名（４２％），いずれも不正解だっ

た生徒は１４名（４５％）であった。

そして，授業後のアンケート調査からは次のような結果を得た。

質問Ｄ アニメーション（スライド）の説明はわかりやすかったか（三択）

結果 わかりやすかった…２５名（81％） どちらともいえない…５名（16％） わかりにくかった…１名（3％）

質問Ｅ スクリーンに映した内容は今日の学習に役立ったか（三択）

結果 役立ったと思う…２５名（81％） どちらともいえない…５名（16％） 役立っていない…１名（3％）

質問Ｆ スクリーンに映した映像について（三択）

結果 よく見えた…２４名（78％） どちらともいえない…６名（19％） よく見えなかった…１名（3％）

【考察】

アニメーション効果をつけたスライドを使って作業のポイントや手順を説明し，さらには作業中も繰

り返し自動再生し続けたことにより，生徒もその内容を十分に理解して課題に取り組んでいる様子が見

られた。質問Ｄ～Ｆの結果からも，ＩＣＴ活用により，生徒にとってわかりやすい授業であったと思わ

れる。作業の手順等，動作を伴う内容を説明するには，スライドも有効な手段の一つと言える。

しかし，授業後のテストの結果を見ると，材料取りのポイントについては習得の度合いは低いと言わ

ざるを得ない。原因は，材料取りの指導の際に，ポイントをスライドで見せるだけにとどまっていたこ

とによるものと考える。やはり，生徒が学習内容を理解し，さらに記憶するためには，記述させたり復

唱させたりする等の基本的な指導が必要である。

③ けがきの指導（６月４日実施：液晶プロジェクタとディジタルビデオカメラ・パソコン）

けがきの授業後のアンケート調査からは次のような結果が得られた。

質問Ｇ けがきの仕方の説明でスクリーンを使いました。けがきの仕方はすぐにわかりましたか。（三択）

結果 すぐにわかった…１７名（71％） どちらともいえない…９名（21％） わかりにくかった…２名（8％）

質問Ｈ 作業中はけがきの仕方を繰り返し再生しました。けがきの作業中，それは役立ちましたか。（三択）

結果 役立っている思う…１６名（57％） どちらともいえない…１０名(35％） 役立っていない…２名（7％）

質問Ｉ スクリーンに映した内容は学習に役立ったか（三択）

結果 役立ったと思う…２５名（89％） どちらともいえない…３名（11％） 役立っていない…０名（0％）

質問Ｊ スクリーンに映した映像について（三択）

結果 よく見えた…２２名（79％） どちらともいえない…５名（18％） よく見えなかった…１名（4％）

質問Ｋ 正確なけがきはできましたか。（三択） （無回答1名）

結果 できたと思う…９名（33％） どちらともいえない…１６名（59％） できなかった…２名（7％）

【考察】

アンケート調査から，けがきの指導でのＩＣＴの活用に対する評価は高いと言える。特に，質問Ｉで

は「役立ったと思う」が８９％に達し，「役立っていない」が０％であった。質問Ｂ・Ｅ・Ｉは，ＩＣ

Ｔがどれだけ生徒の学習に役立ったかを問うものである。これを時系列でみると，回を重ねる毎に「役

立ったと思う」と回答した生徒が増加していることがわかる。同様に質問Ｃ・Ｆ・Ｊの「よく見えた」

も増加しているところを見ると，拡大投影した画像が生徒によく見える状態になると，それを学習に役

立てる生徒は増えると考えられる。したがってＩＣＴを使用する際には，生徒全員にしっかりと情報が

図８ テストの結果



伝わるように配慮することが重要であり，機器の調節はもちろん，表示する内容が生徒全員に理解でき

るものでなければならない。

(6) ＩＣＴを用いた情報活用の有効性

アンケート調査には，授業に対する意見や感想を書く欄を設けていた。ここにはＩＣＴの活用のみなら

ず，指導方法に至るまで実に幅広い意見が寄せられた。下記は，これらを「ＩＣＴ活用の効果に関する意

見」，「ＩＣＴ活用の改善点に関する意見」，「指導方法の改善点に関する意見」の三つに大別し，整理

したものである。ＩＣＴ活用授業をする上で非常に重要な意見であると受け止めた。

①ＩＣＴ活用の効果に関する意見

・スクリーンがないと想像でわからないところもあるから，スクリーンはあった方がいいと思った。

・言葉だけでは表現しにくいものがスクリーンのおかげでわかったこともあったのでいいと思った。

・スクリーンで実際に映してくれると，みんなが一度に見られるのでとてもわかりやすかった。

・スクリーンを使わないと，机の上でみんな上から見るので，見えない人もいる。

・映像があると，説明＋αでわかりやすかった。

・画像がとてもよかった。これなら飽きないと思った。

②ＩＣＴ活用の改善点に関する意見

・スクリーンの画像の絵の位置が悪い。

・スクリーンで説明するとき，画像に文字を入れるともっとわかりやすい。

・スクリーンの明るさが足りないので，まわりをもっと暗くすればいいと思った。

③指導方法の改善点に関する意見

・説明が少なかったのでもっと詳しくしてほしい。

・１つ１つの班に入ってけがきを教えてほしい。

・どのようにしてやるのかという例をもっと詳しく説明してくれれば，すぐに行動できると思う。

・作業のスピードがはやいと思った。

・できればもう少し楽しくやってほしい。

・ゆっくり話して，黒板にも書けばいい。

・みんなが書けているか，見て回ればいいと思う。

①の意見に表れているとおり，ＩＣＴの最大の特徴は黒板や教科書だけでは伝えきれない情報を生徒に

与えることができることにある。それぞれの特長を生かして，必要な情報を必要な形で与えながら学習活

動を展開することが重要である。③の意見からわかるように，生徒は授業でＩＣＴを使うことを望んでい

るのではなく，わかるように授業をして欲しいと思っている。その期待に応えるためにも，あくまでも授

業改善の一環としてＩＣＴも活用するというスタンスが大切である。

さらにもう一つ付け加えたいこととして，次の生徒の感想を一つ紹介する。

はじめの授業よりも今日の授業がすごくわかりやすかったです。あと，スクリーンを使って全員に

わかりやすく授業を教えたいと思う気持ちが，すごく伝わってきました。

ＩＣＴは情報を伝える道具として非常に便利なことは確かである。しかし，その便利さだけが強調され

ると，単に「簡単で楽だからＩＣＴを使う」という意識を持ってしまい，効果を伴わない利用に陥る可能

性も否定できない。やはり授業でＩＣＴを活用して効果を得るかどうかは，それを使う指導者の意識にか

かっているといえよう。したがってＩＣＴを活用する際には，その目的を明確に持ち，どれだけ効果が

あったのかについて，常に確認しながら活用方法を改善していくことが重要である。

４ ＩＣＴ活用授業の今後

今後「教育の情報化」によって校内ネットワークが整備される等，学校のＩＣＴ環境がさらに充実してい

けば，子どもたちや教師が高度な情報を扱いながら学習活動を展開することが可能となる。近い将来，学校

では様々なＩＣＴを用いて情報活用を行い，授業や校務の形態が激変するだろうと予想できる。ＩＣＴの特

徴を理解し，新たな活用方法を考えることもこれからの教員には必要であろう。その具体的な例として考え



られるものを以下の①と②に示す。

① 生徒によるＩＣＴの活用（情報を活用して，主体的に課題を解決する学習活動の実現）

・どの教室でもインターネットから必要な情報を検索し，課題解決に役立てることができる。

・校内のネットワークから，過去の生徒が蓄積した情報を検索して活用することができる。

・静止画や動画を添付したポートフォリオを作成することができる。

② 教師によるＩＣＴの活用（情報活用による，より効果的な学習指導の実現）

・ディジタル教材をデータベース化し，教師間で共有することができる。

・すべての教室で，必要なときに必要なディジタル教材を瞬時に取り出すことができる。

・教師とＩＣＴによるティーム・ティーチングのような効果を得ることができる。

・習得状況のデータ集計と分析を効率的に行うことができる。

Ⅳ 研究のまとめ

学習指導におけるＩＣＴを用いた画像等の拡大表示は，学習内容を理解させる上で効果的であることが確

認できた。特に工具の使い方や作業手順等の「動き」を伴う学習内容を理解させるには実写やアニメーショ

ン等の動画を拡大表示し，さらにそれを繰り返し見せることによる効果は高い。総じて生徒達は，ＩＣＴを

使用した情報活用が学習に役立つという感想を持っており，活用の仕方を工夫することによって様々な効果

を生む可能性があると言える。

本県の小・中学校のＩＣＴ環境は十分とは言えないものの，現存のＩＣＴでもまだまだ活用の可能性があ

る。まずはこれらを使ってみることから始め，授業において情報を活用することに慣れていくことが大切で

ある。それが教員のＩＣＴ活用指導力の向上につながり，ひいては本県の「教育の情報化」を推進する原動

力になるものと考える。

Ⅴ 本研究における課題

ＩＣＴの活用は，そのまま学力の向上につながるとは限らない。授業でＩＣＴを使用する際には，どのよ

うな効果を期待するのか，明確な目的を持つことが重要である。授業では，調べさせる，考えさせる，発表

させる等の学習活動があり，それぞれの場面に応じたＩＣＴの活用方法がある。この点を明らかにすること

が今後の課題である。また，ＩＣＴはその便利さゆえに利便性だけを追求した使用に陥ると，効果が得られ

ないこともある。したがって，ＩＣＴの活用はあくまでも教科指導における授業改善の一環として捉え，実

践を積み重ねながら効果的な活用方法を追究していくことが重要な課題である。

＜引用文献＞

バーチャル・エージェンシー 1999 「教育の情報化プロジェクト」報告，P.5～9

http://www.kantei.go.jp/jp/it/vragency/pdfs/kyouiku.pdf

文部科学省 「ＩＣＴを活用した指導の効果の調査結果について

－「確かな学力」の向上につながるＩＣＴ活用－」

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/19/05/07060706.htm

＜参考文献＞

文部科学省 2007「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」（平成19年6月）

＜参考ＵＲＬ＞

首相官邸 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部(ＩＴ戦略本部)

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/

首相官邸 ミレニアム・プロジェクト（新しい千年紀プロジェクト）について

http://www.kantei.go.jp/jp/mille/index.html


